
 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 感染状況が厳しい中ですが、朗報です！沖縄県主催「第 39 回 沖縄花のカーニバル 2022 花メ

ッセージスクールコンテスト」へ、作品テーマ「天久レインボー～みんなの願いが叶いますよう

に～」として応募し、見事「琉球新報賞」を受賞しました。PTCA 予算の緑化推進費から、１年

生・ビオラ、２年生・パンジー、３年生・ペチュニア、４年生・キンギョソウ、５年生・サルビ

ア、６年生・ベゴニアの苗を購入して頂き、11 月から「一人一鉢運動」として自分の鉢に苗を植

え、一人一人が自分の苗に責任を持って、朝の活動時に毎日の水かけ、雑草取り、摘心を頑張っ

ていた天久っ子です。鉢の配列は、1 組は赤、2 組は青、3 組は黄、4 組は白、5 組はピンクと学

級カラーでまとめ、きょうだい学級の「団結」をイメージしています。また花壇には、マリーゴ

ールド、ペチュニア、ナデシコ、ゼラニウム、ヒマワリ、ブルーサルビア、アッサム、アメリカン

ブルーの苗を、栽培委員会を中心に 6 年生が横一列に植え、「虹」をイメージ！審査基準には、デ

ザインの他、たずさわった子ども達の頑張り具合もありました。さすが、天久っ子！(*^_^*) 

 また、那覇市教育委員会主催「環境推進校 緑・花いっぱい部門」でも優秀校となり、W 受賞！ 

 白黒の学校便りでは伝わらない部分がありますので、ぜひ学校 HPでカラー版をご覧下さい。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「歌唱」は文部科学省から感染リスクが高い活動とされ、 

現段階では、控えるようにとされています。そんな中での 

先日の「音楽朝会」。歌えないからと中止にするのではなく、 

前回は手話ソングに続き、今回は「リズム打ち」に挑戦し 

ました。「故郷の空」「千本桜」の 2 曲を、各学年の実態に 

合わせたテンポで手拍子、もも、足踏みで表現してました。 
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